
基本理念（まちづくり全体を網羅する重要な５つの視点）

人･まち･自然が奏でるハーモニー 未来協奏(共創)都市
～世界にエールを送るまち ふくしま～

・市民が誇りをもって住み続けたい、よその人が関わってみたいと思うまち

・これを実現し､大震災からの復興創生を成し遂げ､｢世界にエールを送るまち｣に

福島らしさを生かしたここにしかないまち

田園の豊かさ、人の好さを生かした
共生・共創のまち

福島市の目標・夢 ～総合計画
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グレードアップしていく視点
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▶社会動態 ・青年層を中心に大都市圏への転出超過がコロナ後増加傾向。

・近年は減少幅が拡大傾向。首都圏との賃金格差が要因と推察。

▶自然動態 ・R３以降、出生数は過去最少が続く。R６は前年比９.８％減。

・こどもの数・割合、婚姻届出件数も減少傾向。

▶男女比 ・市全体では女性人口が多いが、若年層は男性より女性が少ない。

（２０代は６％程度女性が少ない）
＜年齢別社会動態＞

【人口推移】

福島市の人口

※各年10月1日現在

(人)

＜出生数＞

令
和
6
年

区分
総
数

～９
歳

10
歳代

20
歳代

30
歳代

40
歳代

50
歳代

60
歳代

70
歳代

80
歳～

増減 △826 △8 73 △807 △64 △24 32 △5 △13 △10

転入 8,080 564 736 3,013 1,530 901 748 308 153 127

転出 8,906 572 663 3,820 1,594 925 716 313 166 137



※注：福島県現住人口調査より（5月1日現在）

・H23は20～39歳の女性人口は

男性人口を上回っていたが、

H24以降は女性人口が下回る。

・20～29歳では、H23と比較し

男性人口は１３％減少に対して、

女性人口は２０％減少。

女性の減少率は1.６倍。

※注1：福島県現住人口調査より（R6.5.1現在）
※注2：80歳以上には「年齢不明」も含む。

20代

30代
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・市全体では女性人口が多いが、

１0～５9歳で女性人口が下回る。

性別 人口

男性 133,303人

女性 140,003人

合計 273,306人

福島市の人口（若年層の人口）



女性活躍社会の形成

女性活躍の推進

◇女性の社会的地位向上への取組

・女性市職員の積極的登用

特別職 Ｈ２８：０人 ⇒ Ｒ６： １人（２０％）

管理職 〃 ：８人 ⇒ 〃 ：２２人（１２.４％）

消防吏員 〃 ：３人 ⇒ 〃 ：１０人（３.３％）

・審議会等の女性比率

法令・条例に基づく審議会 Ｈ２８：２８.２％ ⇒ Ｒ6：３7.3％

※R５：県内市トップ、東北県都１位、全国市区平均３０．１％

すべての審議会 Ｈ２８：36.3％ ⇒ Ｒ6：43.3％

・女性がいない審議会等

法令・条例に基づく審議会 Ｈ２８： ４審議会 ⇒ Ｒ６：０審議会

すべての審議会 Ｈ２８：15審議会 ⇒ Ｒ６：０審議会

・市議会の女性議員

Ｈ２８：３人（8.6％）⇒ Ｒ６：８人（２２.９％）

・女性消防団員

Ｈ２８：２１人（０.８％）⇒ Ｒ６：４５人（２.０％）

（R2女性消防隊発足、機能別団員導入。R6女性消防隊の役職階級等改善）

＊無意識の偏見解消と女性の職域開発、組織トップ以外の登用・育成

市が率先垂範し社会的な意識改革を促しながら、女性が活躍しやすい環境づくりに取り組みます。
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審議会等委員への辞令交付

２



女性活躍社会の形成

女性活躍の推進

◇女性活躍・雇用の促進

・働く女性応援企業認証事業 （H29：24社⇒R６：１０１社）

ゴールド認証 （R６:１３社 取組を５年以上継続）

⇒評価される仕組み：総合競争入札の加点要素に

・経済界への多様な働き方に向けた労働環境の改善の要請

…福島商工会議所、福島経済同友会、県中小企業家同友会福島支部

・企業経営者向けのセミナー、交流会の開催

◇女性のスキルアップ・活躍支援

・女性向けWebスキルアップセミナーの開催

・結婚や出産を機に離職した女性の合同企業説明会

・ひとり親家庭の資格取得支援

・多様な働き方の応援～デジタル人材バンク、クリエイティブビジネスサロン、農業女子など

・ふくしま起業女子応援パッケージ （R３～起業9件（10名））

～起業した先輩たちが姉妹のように伴走型で支援～

①チャレンジ講座

起業姉妹カフェ（交流）

②プチインターンシップ

③お試しワンデー起業

働く女性応援企業
ゴールド認証
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業種
分類

建設
業

製造
業

情報
通信
業

卸売
業・小
売業

金融
業・保
険業

サー
ビス
業

医療・
福祉

計

事業
者数

４２ １９ ８ 3 2 １８ 9 １０１

【 働く女性応援企業認証事業 内訳 】

R6参加３５名（延べ６７名）

起業姉妹カフェ

２

起業したシェアキッチン



創業ゾーンを形成し若手や女性の起業を強力支援
福島からのビジネス展開で全国へ、世界へ

適度な田舎と適度な都会でゆとりある人生を

クリエイティブな産業振興～福島市創業支援プロジェクト
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【場所】
・コラッセふくしま2階

【位置づけ】
・多様な働き方に対応したビジネス交流拠点

Ｈ．クリエイティブビジネスサロン

○ シェアオフィス 月額25,000～85,000円

○ コワーキング

スペース

1時間200円、4時間500円、

1日1,000円

○ ミーティング

ルーム

1時間300円/6人部屋、

1時間400円/8人部屋

【事業内容】

・本市をテストフィールドとする企業の新しい技

術や新製品開発のためのマーケティング調査や

市民・市職員を対象としたモニタリングなど

“オールふくしま”で応援します。

Ｇ．ふくしまチャレンジフィールド

○ 人（Man）市民・市職員によるモニタリング

○ 場所（Place）テスト会場の提供

○ 情報（Network）商品とユーザーのマッチング
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女性活躍社会の形成２

起業にチャレンジしたい女性を対象に、知識の習得、起業姉さんとの交流や起業体験を通じ、
起業に向けて継続的に支援します。



女性活躍社会の形成

女性活躍の環境づくり

◇社会的機運の高揚

・男女共同参画の啓発
無意識の偏見（アンコンシャスバイアス）の解消、セクハラ解消など

・「輝く女性の活躍を加速する男性リーダーの会」に参加（R5.2.24）

◇地域社会における女性活躍の環境づくり
・自治振興協議会における女性参加目標の設定

R28:12.2% ⇒ R3:目標２０％以上～29.8％
⇒ R６:目標３０％以上～3８.９％

◇子育て支援を通じた働きやすい環境づくり

・待機児童の解消
保育所 Ｈ２９：２２３人 ⇒ Ｒ３より４年連続ゼロ
学童クラブ H２９： ６４人 ⇒ R６：３人 ※最大H30：８９人

・こども誰でも通園制度 （未就園児の預かり）

・一時預かり、休日保育、病児・病後児保育の充実

・子ども医療の確保 （小児科6ヵ所開設、オンライン診療、急病センターに休日小児科開設）

・子ども食堂への支援 ～子ども食堂NET参加 ５０ヵ所

◇男性の育児参加促進

・子育て２０２０（フレフレ）プログラム（男性の育児休業取得推進）
男性職員育児休業取得率 Ｈ２８：１.９％ ⇒ Ｒ５：７０.６％ ⇒ Ｒ６：１００％

・子育てエールデー、子育てエールメッセージ

・市長自ら｢イクボス」宣言・「おとう飯」サポーター就任 9
子育てエールメッセージ

※R６.12現在

２

日本子育て大賞 R5 東北初

共働き子育てしやすい街
2年連続 東北 位1

受賞



女性の積極的な参画

◇防災意識醸成・危機対応力向上
女性向け防災ワークショップ（ママ防災）
・大震災を経験したママ防災士による教訓と防災術
・参加者体験型の学び

◇活力ある地域づくり
地域おこし協力隊
・飯坂地区で本市初の女性隊員を任命（R４）
・８名のうち４名が女性

◇スポーツのまちづくり
ランニングＢＥＡＵＴＹクリニック
・女性のランニングフォーム、ランニングファッション・メイクをアドバイス
・ふくしまシティハーフマラソンへの出場を後押し

◇高齢者にもやさしいデジタル化
シルバー人材センターICT班 女性８名/２３名中
・市民相互の学び合い
・スマホハンドブック作成（R6.３）

◇開かれた市政の推進
ふくしま元気トーク
・市内で活躍する女性起業家７名と市長が意見交換（R４）

テーマ ： 女性の活躍は∞（無限大）
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３

防災ワークショップ（ママ防災）

地域おこし協力隊

デジタルサポートデスク



移住定住の促進

オフィス移転、移住定住推進パッケージ

◇オフィス移転

・クリエイティブビジネスサロン開設 （R4.4） ・「ゆとり満喫福島オフィス」開設支援

・おためし移住体験 （R4.4～ プレ移住サポート、宿泊費補助） ・首都圏での出張相談

・ワンストップ相談窓口、移住コーディネーター配置（R5.2）、広報推進（移住応援サイト、WEB広告）

・移住新生活応援

引越費用補助、「♨湯めぐりパスポート」を贈呈～福島三名湯3年間入浴料無料！～

・ＵＩＪターン移住支援 （子育て世帯加算）

・空家リフォーム支援

交通アクセスの良い本市へのオフィス移転や家族を含めた移住・定住支援を強化します。
結婚へ踏み出せる環境整備と、若者・子育て世帯の定住促進を図ります｡

・出会いの場創出

・子育て・若者世帯への住宅支援

ふくしま☆スタイル住宅整備（新築、DIY、リノベーション）

市営住宅（入居要件緩和）、民間住宅家賃支援

・結婚新生活応援 （R3.5～）

マイホーム購入・リフォーム、賃貸住宅スタートアップ、家賃最長３年間 R５:３７４世帯

結婚をサポート

◇移住定住推進パッケージ
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街なかの新しい動き
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フードホールの企画・運営に関して、（株）USEN Properties
との間で、２月５日付で基本協定を締結しました。

「エンタメ×DX」による今までにない新しい体験型フードホール
として、「食の宝庫」福島の食文化を発信していきます。

［公共エリア］

［民間エリア］



屋上広場とバンケットルームが

一体的に利用できる
大会議室兼バンケットルームが

屋上広場に直接面していない

大会議室兼バンケットルームを４階に独立配置

大会議室兼バンケットルームを一層下げ、

他の会議室と同じ階（３階）に配置

ホールの高さの違いにより

上下階のつながりが生まれる

大会議室

会議室

フレキシブル
ホール

ホールの高さが一定

兼バンケットルーム 屋上広場

Ｃ案 STREET PARK② - B案の特徴（①〜③）を活かしつつ、④を修正しコンパクトにした案

⼤屋根広場

【民間エリア】

まちなかリビング

【住宅棟】

【駐車場棟】

駅前通り 福島駅→ 大屋根広場

駅前通り

地下道出口（駅前通り）付近から⾒る。

駅前通り

駅側交差点から⾒る。

大会議室バンケットルームの配置の違いによるＢ、C 案の違い

＜特徴＞

＜課題＞

① Ｂ案の特徴➀～③と同様。

② Ｂ案の特徴➃（空間的な豊かさ）を見直し、階数を一段

下げることで市施設面積の概算をA案と同等に。

ａ．Ｂ案の課題ａ、ｂ、ｃと同様。

ｂ．Ａ案より取得費が若干高くなる可能性。

駅前通りから俯瞰したイメージ。屋上広場は施設全体に展開され、それらが道のように立体的につながり、動的な印象。

フレキシブル

ホール
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Ｃ

Ｂ案

屋上広場

Ｃ案

会議室

大会議室

兼バンケットルーム

市施設面積概算 ： 14,500 ㎡程度＊

市施設取得費見込み ： 270〜３０0 億円程度＊

【公共エリア】

＊ 取得費見込みはR6.３ベースの概算。面積概算・取得費見込みとも今後の設計・積算により変更の可能性がある。

Ｃ

フレキシブル
ホール


